
　課題等を踏まえ、以下の方向性をもって農林水産ビジョンの見直しを行った。

4
ビジョン見直しの方向性

01 持続可能な農林水産業の実現、新品種・新技術の開発・導入などによる

「環境と調和のとれた農林水産の確立」

02 生産力の維持・強化、農林水産物の県内流通・消費推進などによる

「食料安全保障への貢献」

03
新規就農、法人化、集落営農、企業参入、農業支援サービス事業体、半農半Ｘ、雇用
環境改善の推進などによる

「多様な人材の確保・育成」

04
経営感覚の優れた人材の育成、データを活用した農林水産業経営、ブランド化、６次産業
化、異業種連携などの推進による

「経営が成り立つ、儲かる農林水産業の実現」

05
地域資源を活用した新たなビジネス、農村RMO、農村コーディネーター、森林の適正
管理、農村DX、獣害対策などの推進による

「地域コミュニティの維持・発展」

06
農福連携、観光、学校給食、食農教育・木育、理解醸成、CSA、オープンファーム、多面
的機能の発揮などの推進による

「県民とつながり、支え合う農林水産の展開」
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次代につなぐ環境と調和のとれたひょうご五国の農林水産業・農山漁村
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03
第３章

基本方向１　収益性の高い農林水産業の実現 

基本方向２　にぎわいのある農山漁村の創出

基本方向３　県民とともに育む豊かな食と「農」の充実
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❶　繁殖経営の規模拡大やスマート機器による適期交配、受精
卵移植の普及など生産性の向上により神戸ビーフの肥育素
牛が増産され、旺盛な需要に応える生産が行われています。

❸ 「コ・ノ・ホ・シ」など高温耐性品種の普及、スマート農業機械による作業請負の推進、農地の大区画化、担
い手の確保、地域計画に基づく規模拡大志向農家への農地の集積・集約化、多様な担い手による農地の維
持・活用により、米の生産が維持され、米の食料自給率が維持されています。

① 主業経営体
農業所得が主（世帯所得の50％以上が農
業所得）で自営農業に60日以上従事して
いる65歳未満の世帯員がいる個人経営体

② 準主業経営体
農外所得が主（世帯所得の50％未満が農
業所得）で自営農業に60日以上従事して
いる65歳未満の世帯員がいる個人経営体

③ 副業的経営体
自営農業に60日以上従事している65歳
未満の世帯員がいない個人経営体

④ 法人経営体
農業経営体のうち、法人化して事業を行う
経営体

⑤ 団体経営体
農業経営体のうち、個人経営体及び法人
経営体以外の経営体

本県における米の食料自給率（カロリーベース）
54.1％（令和５年度）→55.6％（令和17年度）

　効率的・安定的な農業経営のための生産基盤である農地の整備及び保全が適切に行われるとともに担い手
に農地が集積・集約化され、気候変動や病害虫に耐性を持つ新品種やスマート農業技術の導入による生産性
向上が進み、都市近郊の立地を活かした収益性の高い農業が展開されています。また、経営継承を円滑化する
体制整備に加え、雇用環境の整備や農業支援サービス事業体の活用により、農業の労働力が確保されていま
す。さらに、経営の視点を取り入れることによって人と環境にやさしい農業が進展し、定着しています。

❷　法人経営体が増加し、集落営農組織等の団体経営体や個人経営体である主業経営体とともに担い手とし
て活躍しています。あわせて、準主業経営体や副業的経営体など多様な人材が担い手と協力し、地域の農
業や農村を支えています。

　牛群改良や生産技術の向上によ
り温暖化等気候変動への対応が進
むとともに、スマート機器が広く普
及し、省力化や生産性の向上によ
り収益性の高い畜産業が展開され
ています。耕畜連携の推進により畜
産堆肥の利活用が図られ、飼料作
物が増産されています。
　また、但馬牛の生産・供給体制
が強化され、旺盛な神戸ビーフの
需要に応えるとともに、国内外で鶏
卵などの県産畜産物の需要が高
まっています。

高精度な森林資源情報の活用、
林道や高性能林業機械の整備

木材需要が拡大

主伐・再造林が普及、資源
循環型林業が実現

栄養塩類の適正な管理、
種苗放流などにより豊か
な海が再生

国内外で県産農林水産物
の販路が拡大

新品種やスマート農業
技術が普及

人と環境にやさしい
農業が進展

牛群改良やスマート機器
により生産性が向上
家畜伝染病対策など食の
安全を支える体制が構築

❶　地域計画の実現に向けた取組の推進な
どにより、担い手への農地集積面積が増
加しています。

耕地面積 71,300ha

担い手への農地集積率
Ｒ6 Ｒ17

耕地面積 68,468ha

担い手：認定農業者、認定新規
就農者、基本構想水準到達者、
集落営農経営

担い手以外
51,357ha
（72.0％）

担い手への集積
19,943ha
（28.0％）

すう勢値
では
38.8％

39,468ha
（57.7％）

29,000ha
（42.3％）

合計 31,700経営体

経営形態別の経営体数
Ｒ6 Ｒ17

合計 23,191経営体
副業的経営体
23,800

すう勢値では
合計22,192経営体

法人経営体
700

団体経営体
500

準主業経営体
4,100

主業経営体 2,600

16,200

2,800
2,300 1,400

491

合計 6,820頭

Ｒ6 Ｒ17

合計 8,000頭

繁殖肥育一貫経営
22％

酪農経営等（ET）5%酪農経営等（ET）5%
酪農経営等（ET）8%酪農経営等（ET）8%

繁殖経営（専業）
20％

繁殖経営（兼業）
53％

繁殖肥育一貫経営
24％

繁殖経営（専業）
24％

繁殖経営（兼業）
44％

出生時の経営体別にみた神戸ビーフ供給頭数

すう勢値では7,100頭

適正な資源管理や省エネ型漁船の導入
などにより持続可能な漁業が実現

担い手に農地が集積・
集約化、労働力が確保
　

収益性の高い農林水産業の実現基本方向１

2035年の展望

2035年の展望

人と環境にやさしい農業の推進と
地域の特色・立地を活かした農業の展開｜ ｜

｜需要に応える持続可能な畜産業の推進｜ 第
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❶　繁殖経営の規模拡大やスマート機器による適期交配、受精
卵移植の普及など生産性の向上により神戸ビーフの肥育素
牛が増産され、旺盛な需要に応える生産が行われています。

❸ 「コ・ノ・ホ・シ」など高温耐性品種の普及、スマート農業機械による作業請負の推進、農地の大区画化、担
い手の確保、地域計画に基づく規模拡大志向農家への農地の集積・集約化、多様な担い手による農地の維
持・活用により、米の生産が維持され、米の食料自給率が維持されています。

① 主業経営体
農業所得が主（世帯所得の50％以上が農
業所得）で自営農業に60日以上従事して
いる65歳未満の世帯員がいる個人経営体

② 準主業経営体
農外所得が主（世帯所得の50％未満が農
業所得）で自営農業に60日以上従事して
いる65歳未満の世帯員がいる個人経営体

③ 副業的経営体
自営農業に60日以上従事している65歳
未満の世帯員がいない個人経営体

④ 法人経営体
農業経営体のうち、法人化して事業を行う
経営体

⑤ 団体経営体
農業経営体のうち、個人経営体及び法人
経営体以外の経営体

本県における米の食料自給率（カロリーベース）
54.1％（令和５年度）→55.6％（令和17年度）

　効率的・安定的な農業経営のための生産基盤である農地の整備及び保全が適切に行われるとともに担い手
に農地が集積・集約化され、気候変動や病害虫に耐性を持つ新品種やスマート農業技術の導入による生産性
向上が進み、都市近郊の立地を活かした収益性の高い農業が展開されています。また、経営継承を円滑化する
体制整備に加え、雇用環境の整備や農業支援サービス事業体の活用により、農業の労働力が確保されていま
す。さらに、経営の視点を取り入れることによって人と環境にやさしい農業が進展し、定着しています。

❷　法人経営体が増加し、集落営農組織等の団体経営体や個人経営体である主業経営体とともに担い手とし
て活躍しています。あわせて、準主業経営体や副業的経営体など多様な人材が担い手と協力し、地域の農
業や農村を支えています。

　牛群改良や生産技術の向上によ
り温暖化等気候変動への対応が進
むとともに、スマート機器が広く普
及し、省力化や生産性の向上によ
り収益性の高い畜産業が展開され
ています。耕畜連携の推進により畜
産堆肥の利活用が図られ、飼料作
物が増産されています。
　また、但馬牛の生産・供給体制
が強化され、旺盛な神戸ビーフの
需要に応えるとともに、国内外で鶏
卵などの県産畜産物の需要が高
まっています。

高精度な森林資源情報の活用、
林道や高性能林業機械の整備

木材需要が拡大

主伐・再造林が普及、資源
循環型林業が実現

栄養塩類の適正な管理、
種苗放流などにより豊か
な海が再生

国内外で県産農林水産物
の販路が拡大

新品種やスマート農業
技術が普及

人と環境にやさしい
農業が進展

牛群改良やスマート機器
により生産性が向上
家畜伝染病対策など食の
安全を支える体制が構築

❶　地域計画の実現に向けた取組の推進な
どにより、担い手への農地集積面積が増
加しています。

耕地面積 71,300ha

担い手への農地集積率
Ｒ6 Ｒ17

耕地面積 68,468ha

担い手：認定農業者、認定新規
就農者、基本構想水準到達者、
集落営農経営

担い手以外
51,357ha
（72.0％）

担い手への集積
19,943ha
（28.0％）

すう勢値
では
38.8％

39,468ha
（57.7％）

29,000ha
（42.3％）

合計 31,700経営体

経営形態別の経営体数
Ｒ6 Ｒ17

合計 23,191経営体
副業的経営体
23,800

すう勢値では
合計22,192経営体

法人経営体
700

団体経営体
500

準主業経営体
4,100

主業経営体 2,600

16,200

2,800
2,300 1,400

491

合計 6,820頭

Ｒ6 Ｒ17

合計 8,000頭

繁殖肥育一貫経営
22％

酪農経営等（ET）5%酪農経営等（ET）5%
酪農経営等（ET）8%酪農経営等（ET）8%

繁殖経営（専業）
20％

繁殖経営（兼業）
53％

繁殖肥育一貫経営
24％

繁殖経営（専業）
24％

繁殖経営（兼業）
44％

出生時の経営体別にみた神戸ビーフ供給頭数

すう勢値では7,100頭

適正な資源管理や省エネ型漁船の導入
などにより持続可能な漁業が実現

担い手に農地が集積・
集約化、労働力が確保
　

収益性の高い農林水産業の実現基本方向１

2035年の展望

2035年の展望

人と環境にやさしい農業の推進と
地域の特色・立地を活かした農業の展開｜ ｜

｜需要に応える持続可能な畜産業の推進｜ 第
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❷　小規模経営が減少する一方で、スマート
機器の普及や長命連産性に優れた牛群
への改良により生涯乳量が増え、収益
性の高い酪農業が展開されています。

●　豊かな海の再生に取り組むことにより、漁船漁業・
海面養殖業とも漁業生産量が安定化しています。
瀬戸内海のイカナゴやマダコ、日本海のズワイガ
ニやハタハタなど、重要魚種の資源管理と資源増
大に取り組むとともに、低・未利用魚の利活用の
促進により、漁船漁業の漁獲量が維持されていま
す。瀬戸内海のノリ養殖をはじめ、海洋環境の変
化に対応した藻類養殖、二枚貝養殖、魚類養殖を
育成・強化し、生産量が維持されています。

飼養規模別の生乳生産量

合計 73,000t

Ｒ6 Ｒ17

合計 78,000t

100頭/戸以上
35%

30頭/戸未満18%

30頭/戸以上
47%

100頭/戸以上
49%

30頭/戸以上
43%

30頭/戸未満8%

漁船漁業・海面養殖生産量

100,829t

Ｒ5 Ｒ17

105,929t

瀬戸内海
61,887t

すう勢値では99,323t

養殖業

漁船漁業

日本海8,507t

瀬戸内海
30,435t

瀬戸内海
63,557t

瀬戸内海
31,779t

日本海10,593t

すう勢値では67,500t

鳥獣被害が減少

森林が有する水源涵養
や山地防災機能等の公
益的機能が向上 良好な農空間や里山林が再生・保全

地域資源が活用され、
新ビジネスが創出

災害に強い安全・安心な農山
漁村の暮らしが確保

農山漁村が持つ多面的
な機能が維持

多様な人材が協働し
て地域農業を支える
体制が構築

農林漁業体験など関係人口が
増加し農山漁村が活性化

2035年の展望

　林業経営に適した人工林では、「主伐・再造林低コスト普及モデル」が普及するなど、資源循環型林業が実現
しており、条件不利地にある人工林では、森林の公益的機能の発揮を目指し、市町等による公的な管理が進展
しています。スマート林業や高精度な森林資源情報の活用が進み、雇用環境が向上し、新規就業者が定着する
とともに、自伐型林家など多様な担い手が参入しています。県産木材の認知度が高まり、木育等の啓発も進んで
民間施設や店舗、土木資材等での需要が拡大しています。林道整備や高性能林業機械の導入とともに、木材の
加工流通体制が整備され、需要に対応した木材が安定的に供給されています。

　地域における話し合いによる合意がなされ、効率的・安定的な農業経営を営む者とそれ以外の多様な人材が
協働して地域農業を支える体制が構築されています。野生鳥獣の個体数管理や被害管理を行う体制が整備さ
れ、鳥獣被害が減少しています。良好な農空間や里山林が再生・保全されるなど、農山漁村が持つ多面的な機
能が維持されることにより、交流・憩いの場が創出されています。

　環境との調和などの新しい視点を含めた県産農林水産物のブランドが評価され、農林漁業者の所得が向上
しています。また、国内や海外での販路が開拓され、需要が拡大しています。

　ひょうご豊かな海づくり県民会議と連携するなど地域住民や消費者の理解も得ながら栄養塩類が適正な水
準に管理され、海底耕うんなど漁業者の取組や、漁場整備、種苗放流などにより豊かな海が再生しています。科
学的な調査に基づく適正な資源管理が図られるとともに、温暖化等気候変動に対応した技術の普及や省エネ型
漁船の導入が進み、海洋環境と調和のとれた持続可能な漁業が実現しています。経営感覚に優れた意欲ある経営
者の確保・育成により円滑な世代交代が進んでいます。

にぎわいのある農山漁村の創出基本方向２

｜資源循環型林業の推進と木材利用の拡大｜

｜豊かな海と持続的な水産業の実現｜

｜持続可能な農山漁村コミュニティづくり｜

｜ブランド力を活かした攻めの農林水産業の展開｜

　重大家畜伝染病に対する防疫体制の強化や安全で適正な農薬使用の推進により食の安全を支える生産体制
が構築され、県民の安全・安心が確保されています。

｜食の安全を支える生産体制の確保｜
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❷　小規模経営が減少する一方で、スマート
機器の普及や長命連産性に優れた牛群
への改良により生涯乳量が増え、収益
性の高い酪農業が展開されています。

●　豊かな海の再生に取り組むことにより、漁船漁業・
海面養殖業とも漁業生産量が安定化しています。
瀬戸内海のイカナゴやマダコ、日本海のズワイガ
ニやハタハタなど、重要魚種の資源管理と資源増
大に取り組むとともに、低・未利用魚の利活用の
促進により、漁船漁業の漁獲量が維持されていま
す。瀬戸内海のノリ養殖をはじめ、海洋環境の変
化に対応した藻類養殖、二枚貝養殖、魚類養殖を
育成・強化し、生産量が維持されています。

飼養規模別の生乳生産量

合計 73,000t

Ｒ6 Ｒ17

合計 78,000t

100頭/戸以上
35%

30頭/戸未満18%

30頭/戸以上
47%

100頭/戸以上
49%

30頭/戸以上
43%

30頭/戸未満8%

漁船漁業・海面養殖生産量

100,829t

Ｒ5 Ｒ17

105,929t

瀬戸内海
61,887t

すう勢値では99,323t

養殖業

漁船漁業

日本海8,507t

瀬戸内海
30,435t

瀬戸内海
63,557t

瀬戸内海
31,779t

日本海10,593t

すう勢値では67,500t

鳥獣被害が減少

森林が有する水源涵養
や山地防災機能等の公
益的機能が向上 良好な農空間や里山林が再生・保全

地域資源が活用され、
新ビジネスが創出

災害に強い安全・安心な農山
漁村の暮らしが確保

農山漁村が持つ多面的
な機能が維持

多様な人材が協働し
て地域農業を支える
体制が構築

農林漁業体験など関係人口が
増加し農山漁村が活性化

2035年の展望

　林業経営に適した人工林では、「主伐・再造林低コスト普及モデル」が普及するなど、資源循環型林業が実現
しており、条件不利地にある人工林では、森林の公益的機能の発揮を目指し、市町等による公的な管理が進展
しています。スマート林業や高精度な森林資源情報の活用が進み、雇用環境が向上し、新規就業者が定着する
とともに、自伐型林家など多様な担い手が参入しています。県産木材の認知度が高まり、木育等の啓発も進んで
民間施設や店舗、土木資材等での需要が拡大しています。林道整備や高性能林業機械の導入とともに、木材の
加工流通体制が整備され、需要に対応した木材が安定的に供給されています。

　地域における話し合いによる合意がなされ、効率的・安定的な農業経営を営む者とそれ以外の多様な人材が
協働して地域農業を支える体制が構築されています。野生鳥獣の個体数管理や被害管理を行う体制が整備さ
れ、鳥獣被害が減少しています。良好な農空間や里山林が再生・保全されるなど、農山漁村が持つ多面的な機
能が維持されることにより、交流・憩いの場が創出されています。

　環境との調和などの新しい視点を含めた県産農林水産物のブランドが評価され、農林漁業者の所得が向上
しています。また、国内や海外での販路が開拓され、需要が拡大しています。

　ひょうご豊かな海づくり県民会議と連携するなど地域住民や消費者の理解も得ながら栄養塩類が適正な水
準に管理され、海底耕うんなど漁業者の取組や、漁場整備、種苗放流などにより豊かな海が再生しています。科
学的な調査に基づく適正な資源管理が図られるとともに、温暖化等気候変動に対応した技術の普及や省エネ型
漁船の導入が進み、海洋環境と調和のとれた持続可能な漁業が実現しています。経営感覚に優れた意欲ある経営
者の確保・育成により円滑な世代交代が進んでいます。

にぎわいのある農山漁村の創出基本方向２

｜資源循環型林業の推進と木材利用の拡大｜

｜豊かな海と持続的な水産業の実現｜

｜持続可能な農山漁村コミュニティづくり｜

｜ブランド力を活かした攻めの農林水産業の展開｜

　重大家畜伝染病に対する防疫体制の強化や安全で適正な農薬使用の推進により食の安全を支える生産体制
が構築され、県民の安全・安心が確保されています。

｜食の安全を支える生産体制の確保｜
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●　二地域居住や農村RMO形成推進などの地域
活性化により、集落活動が継続できる10戸以
上の集落が維持されるとともに、複数集落が
連携し、集落活動が継続できています。

Ｒ2 Ｒ17

❸　天然生林（主として天然力により成立・維持される森林）
　自然の推移にゆだねて森林が維持され、公益的機能の高度発揮が図られています。一部の区域
では、更なる公益的機能の発揮を目指し、森林ボランティアなどの多様な主体が、不要木の除去な
どの保全管理活動を実施しています。

※森林法に基づき、県の森林関
連施策の方向及び地域的な特
性に応じた森林整備及び保全
の目標等を定めた計画

９戸以上
1,188集落

10戸以上
2,560集落

1,644集落

2,104集落
すう勢では
2,004集落

すう勢では
1,744集落

Ｒ6 Ｒ17

民有林
530千ha

民有林
530千ha

天然生林
305千ha

天然生林
301千ha

育成単層林
216千ha

育成単層林
220千ha

育成複層林
5千ha

育成複層林
13千ha

木材生産｝
戸数別の集落数

地域森林計画※に基づく保持すべき森林資源の状態

多様な分野との連携が強化、農林水産業や農山漁村への関心が向上

それぞれのライフスタイルに合った「楽農生活」が実践 安全・安心な食料が安定的に供給される生産流通体制が構築

環境と調和のとれた農林水産業に対する消費者の理解が醸成

　健康、福祉、観光、教育などの多様な分野との連携が強化され、農林水産業や農山漁村に関心が広がり、関わ
る人が増加しています。

　林業事業体が、生育条件や立地条件が良いスギ・ヒノキ人工林の主伐・再造林やその周辺森林における
抜き切り等により、持続的な木材生産を行い、建築用から燃料用までの幅広い需要に対し、県産木材が
安定的に供給されています。
　公的管理の主体である市町等が、生育条件や立地条件が悪いスギ・ヒノキ人工林を部分的に伐採し、
その後に広葉樹が進入することなどで針広混交林化が進んでいます。

❶　育成単層林（スギ・ヒノキ一斉人工林など、人為的に成立・維持される森林）

❷　育成複層林（複数の樹冠層を構成する森林）
　林業事業体や市町等が、公益的機能の高度発揮を図るため、抜き伐り等を実施した後、植林や発芽など
により森林が更新し、間伐などの保育を計画的に実施しています。

2035年の展望

2035年の展望

県民とともに育む豊かな食と「農」の充実基本方向３
　農林水産物や食文化、景観、バイオマスなどの地域資源が活用され、農山漁村における新しいビジネスが生
み出されています。農林漁業体験などの都市との交流が活発に行われ、農林水産物の購入や二地域居住が進
むなど多様な形で関係人口が増加し農山漁村が活性化しています。

｜地 域資源を活かした農山漁村ビジネスの創出｜

　農業水利施設や山地・漁港の保全・整備、ICTの活用により、災害に強い安全・安心な農山漁村の暮らしが確
保されています。

｜農山漁村の防災・減災対策の推進｜

　公的関与による針広混交林を含めた森林管理の適切な実施や、森林ボランティア等多様な主体による森づく
り活動が行われ、森林が有する水源涵養や山地防災機能等の公益的機能が向上しています。

｜豊かな森づくりの推進｜

｜「農」と多様な分野との連携強化｜
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●　二地域居住や農村RMO形成推進などの地域
活性化により、集落活動が継続できる10戸以
上の集落が維持されるとともに、複数集落が
連携し、集落活動が継続できています。

Ｒ2 Ｒ17

❸　天然生林（主として天然力により成立・維持される森林）
　自然の推移にゆだねて森林が維持され、公益的機能の高度発揮が図られています。一部の区域
では、更なる公益的機能の発揮を目指し、森林ボランティアなどの多様な主体が、不要木の除去な
どの保全管理活動を実施しています。

※森林法に基づき、県の森林関
連施策の方向及び地域的な特
性に応じた森林整備及び保全
の目標等を定めた計画

９戸以上
1,188集落

10戸以上
2,560集落

1,644集落

2,104集落
すう勢では
2,004集落

すう勢では
1,744集落

Ｒ6 Ｒ17

民有林
530千ha

民有林
530千ha

天然生林
305千ha

天然生林
301千ha

育成単層林
216千ha

育成単層林
220千ha

育成複層林
5千ha

育成複層林
13千ha

木材生産｝
戸数別の集落数

地域森林計画※に基づく保持すべき森林資源の状態

多様な分野との連携が強化、農林水産業や農山漁村への関心が向上

それぞれのライフスタイルに合った「楽農生活」が実践 安全・安心な食料が安定的に供給される生産流通体制が構築

環境と調和のとれた農林水産業に対する消費者の理解が醸成

　健康、福祉、観光、教育などの多様な分野との連携が強化され、農林水産業や農山漁村に関心が広がり、関わ
る人が増加しています。

　林業事業体が、生育条件や立地条件が良いスギ・ヒノキ人工林の主伐・再造林やその周辺森林における
抜き切り等により、持続的な木材生産を行い、建築用から燃料用までの幅広い需要に対し、県産木材が
安定的に供給されています。
　公的管理の主体である市町等が、生育条件や立地条件が悪いスギ・ヒノキ人工林を部分的に伐採し、
その後に広葉樹が進入することなどで針広混交林化が進んでいます。

❶　育成単層林（スギ・ヒノキ一斉人工林など、人為的に成立・維持される森林）

❷　育成複層林（複数の樹冠層を構成する森林）
　林業事業体や市町等が、公益的機能の高度発揮を図るため、抜き伐り等を実施した後、植林や発芽など
により森林が更新し、間伐などの保育を計画的に実施しています。

2035年の展望

2035年の展望

県民とともに育む豊かな食と「農」の充実基本方向３
　農林水産物や食文化、景観、バイオマスなどの地域資源が活用され、農山漁村における新しいビジネスが生
み出されています。農林漁業体験などの都市との交流が活発に行われ、農林水産物の購入や二地域居住が進
むなど多様な形で関係人口が増加し農山漁村が活性化しています。

｜地 域資源を活かした農山漁村ビジネスの創出｜

　農業水利施設や山地・漁港の保全・整備、ICTの活用により、災害に強い安全・安心な農山漁村の暮らしが確
保されています。

｜農山漁村の防災・減災対策の推進｜

　公的関与による針広混交林を含めた森林管理の適切な実施や、森林ボランティア等多様な主体による森づく
り活動が行われ、森林が有する水源涵養や山地防災機能等の公益的機能が向上しています。

｜豊かな森づくりの推進｜

｜「農」と多様な分野との連携強化｜
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　安全・安心な食料が安定的に供給される生産流通体制が構築されています。

合計 1,107万人

Ｒ6 Ｒ17

合計 1,127万人

66

179

8

農林業公園
346

すう勢値では
合計908万人その他（市民農園・農林漁家民宿）

農林漁家レストラン
農林漁業体験施設

総合交流施設
508

335

53

291

7

441

楽農生活交流人口

　県産県消の意義や県産木材の良さが消費者に理解され、県産農林水産物の認知度が向上するとともに、ひょ
うごの食と、農林水産業・農山漁村について、県民の理解がさらに進み、それぞれのライフスタイルに合った「楽
農生活」が実践されています。地域の景観維持や食文化、日本型食生活、環境と調和のとれた農林水産業に対す
る消費者の理解が広がり、合理的な価格形成が行われています。

●　ひょうごオープンファームや兵庫
楽農生活センターの活用促進に
より、農林漁業体験施設の利用
人数が増加し、楽農生活交流人口
全体も増加しています。　

2035年の展望

｜県民とのつながりで育む食と「農」｜

｜県民への安定的な食料供給｜
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